
今年度の研究を振り返って 
 
 
振り返りタイム、カンファレンス、のびのび保育シートなどの評価のしくみがあることで、園全体での

保育の方向性を確認したり、自分自身の保育を振り返ったりすることができた。幼稚園での勤務経験が
なく、全てが手探り状態だった私にとって、この評価のしくみはとてもありがたいものだった。分からな
いこと、悩んでいることを話題にできる職員集団。職員同士が互いを肯定的に認め合い、一緒によりよい
保育を目指す。このような温かい職員集団だからこそ、同じ方向を向いて保育ができるのだと感じた。 
何も意識しなければ、なんとなく流れていく瞬間を、なんとなく終わらせるのではなく、幼児の姿から

思いを読み取り、援助を考え、実践し、振り返り、語り合う･･･。自分の保育を振り返り、言葉にするこ
とで、これまで漠然と考えていたことがはっきりし、明日の保育の方向が見えてくる。それを繰り返すこ
とがよりよい援助につながっていくのだと実感した１年だった。【３歳クラス担任】 

 
 
自分のクラスのことだけでなく、園全体で保育している印象がある。そこには、職員同士の温かい関係

が土台にある。職員同士が互いを肯定的に捉え、困ったことや悩んでいることを気軽に話せる雰囲気に
なっている。保育の迷いを語ることで、どうしたらよいかを一緒に悩み、一緒に考えてくれる存在がいる
ことがとても心強く感じた。のびのび保育シートで他の職員の思いを知り、カンファレンスで「こうやっ
てみよう」と保育の方向性が見えてくる。それを繰り返すことで、よりよい援助につながっていくと考え
る。【３歳クラス副担任】 
 
 
 待ったなしの営みである保育。「個々の教師が援助をするとき、何を願い、どんな判断をしているの
か」。言葉としてはあまり語られないが、もしこれが共有可能なものになったら、さらに保育の質が高
まるのではないかという考えのもと、今年度の研究がスタートした。 
 暗黙になっていることを言葉にしていく過程で、多様な考えや保育観に触れた。それらを聞き合う中
で感じたのは、教師一人一人の持ち味が保育に活きていること、それでいて園全体として保育の方向性
が揃っていることである。今年度、保育を語るときに「あえてしない援助」「黒子」「少しだけきっかけ
をつくる」「待つ・見守る」「信じる」という言葉がよく使われていたように思う。それらの言葉は、そ
の背景にある考えまで共有された、私たちの共通言語である。自分たちの保育を、自分たちの言葉で意
味付け続けてきたことに、大きな価値があったと考える。 
今年度の研究のまとめは、あくまで私たちが目に前にいる子どもたちを読み取り、意味付けてきた軌

跡の一部である。当然、更新されるべきものである。今後も、語り合いを大切に自身の保育を更新し続
けていきたいと思いを新たにしている。【４歳クラス担任】 

 
 
 
 



 日々、語り会うことで、多様な視点から明日の援助を考えることができた。また、多様な保育観にふれ
られたことで、自分自身の保育を捉え直し、保育を更新していくことにつながった。何でも言い合える職
員集団だからこそ、意見が食い違うことがあっても、話し合う中で同じ方向を向いて保育をすることに
つながったのではないかと考える。 
 1 年間、暗黙となっていたことを言葉にしてきたことで、「目の前の子どもをよく見る」ということに
ついて改めて見つめ直した。子どもが違えば当然援助も代わってくる。例年こうだから…ではなく、子ど
もの姿に合わせて、私たちの保育やカリキュラムを日々更新させていく必要があると改めて思う。やは
り保育の出発点は幼児理解であると感じた。【４歳クラス副担任】 
 
 
保育の評価を通して子どもの育ちを支える研究を始めてから４年が経った。カンファレンス、保育記

録、のびのび保育シート、期の振り返りという４つの評価のしくみは日常化され定着したと感じる。特
に、カンファレンスで語り合う機会が保障されていることが、幼児の育ちを多面的、長期的に捉えること
につながっていると感じる。今年度は、他園の先生方との情報交換や他園他校種の先生方との拡大カン
ファレンスを行い、子どもの育ちに対する考えをより連続した視点で見つめられるようになった。 
今年度、援助を行う判断に至るまでに自分の内面で考えていたことを「OODA ループ」の視点を取り

入れて言語化してきた。この取組は、自分にとって学びのあるものだった。毎週、研究部で集まり、自分
の援助について語ってきた。「どうして、その援助をしたのですか」と問われたとき、内面で思い巡らせ
ていたことを伝えることに難しさを感じていたが、「OODAループ」の４つの視点があることで、自分の
内面で考えていたことを整理して説明できるようになったように思う。また、４つの視点の中の「子ども
の育ちへの願い」「教師の判断」を考える際、これまでのカンファレンスで語り合ったことや保育記録を
書きながら考えたことが自分自身の経験となって活かされていることを感じる。これからも保育の質の
向上のため、保育を振り返り更新していく歩みを大切にしていきたい。【５歳クラス担任】 
 
 
 カンファレンスにおいて、声を出し合うことの大切さを実感した１年間だった。悩みや迷いも声に出
し合っても大丈夫という職員の関係性がその土台になっていたと思う。失敗したと思ったことがあって
も、カンファレンスで声に出してみることで、多面的に捉えられ、「次はこうしてみよう」と前向きに援
助のレパートリーを積み上げていくことができた。このように、何でも声に出せる、何を話しても大丈夫
というカンファレンスの雰囲気は、職員にとっての自己肯定感につながると思う。職員同士に信頼関係
があることで、安心して保育をすることができた。職員の安心感は子どもの安心感にもつながり、それが
子どもの育ちを支えることにもつながっていたと思う。【５歳クラス副担任】 
 
 
 
 
 
 



 勤務年数や保育経験に関係なく、職員同士も互いに信じ合っている雰囲気を感じ、安心して保育に携
わることができた。安心感の中にあっても、分かったつもりで保育をすると一人よがりになってしまう
と考えていた。そのため、それぞれの保育者の言葉かけや援助を見つめて、自身の保育を修正することを
意識した１年間だった。 
カンファレンスでは、他の保育者の言葉かけや援助の背景にある思いや願いを知ることができ、幼児理

解が深まり、自分自身の学びにつながった。より多くの職員で話をすること、話を聞くことのよさを実感
した。【教育補佐員】 

 
 

 本園の保育の評価の仕組みの一つである「水曜カンファレンス」は、私にとっては少しドキドキする時
間だった。しかし、保育の場で子どもを目の前にした自分の頭の中や心の中で起こっていたこと、そし
て、それらがどんな言動として表れたのかということを省察する必然性が生まれ、語らざるを得ず（！？）、
結果、学びと気付きがいっぱいの刺激的な時間になっていった。さらに、仲間から語られる援助の実際
や、その心もちを参考にしたいと感じることが多かった。忌憚のない意見交換、というと堅苦しい。水曜
カンファレンスは「職員それぞれが持ち味を発揮して自由に語り、お互いを肯定し合って同じ方向を目
指している」そんな時間であると思う。暗黙知を言語化する過程では、OODA ループに沿ってその時の
保育者の内面に迫ったり、普段使っている援助の言葉を整理して自分たちの言葉で意味付けをしたりす
ることができた。これからも言葉にすること、語り合うことを大切にしながら、よりよい保育を目指す姿
勢を持ち続けたい。【養護教諭】 


